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平成 20 年度『県と市町の地域づくり支援会議』県民センター別開催状況 

 

≪桑名県民センター≫ 

【推進会議の内容】 

・開発行為全般について管内市町の考え方を共有するとともに、全体課題会議とし

て「市街化調整区域内の弾力的運用に関する勉強会」の開催を決定した。 

・「美
う ま

し国おこし・三重」基本計画中間案（たたき台）について、「美
う ま

し国おこし・
三重」推進室職員を交えて、取組の方向性や費用負担、県の市町支援のあり方な

どについて意見交換を行うとともに、「美
う ま

し国おこし・三重」にかかる先進地視

察を四日市、鈴鹿県民センターと共催で実施した。 

【課題会議の内容】 
（全体課題会議） 

・都市政策室並びに建築開発室の協力を得て「市街化調整区域内の弾力的運用に関

する課題会議」を開催し、市町まちづくり等担当職員の参加（８人）のもと、三

重県都市マスタープランの改定、市街化調整区域内開発行為等の動向について理

解を深め、情報共有を図った。 

（個別課題会議） 

・企業立地室、建築開発室の協力を得て、今後の企業立地にかかる支援や市街化調

整区域における開発行為について、いなべ市、木曽岬町、東員町と課題解決にむ

けた協議を実施した。 

（桑員地域づくりセミナー） 

 ・県が提唱する「文化力」等を活かした地域課題解決手法に関するセミナーをいな

べ市と協働で開催した。 

【今後の方針】 

・開発行為全般にかかる諸課題について、解決方策にかかる管内市町の意見を取り

まとめ、市町と共有することで、次年度以降の取組につなげる。 

・「美し国おこし・三重」の取組を通して明らかになった「伝統文化」にかかる広

報手段の確保という課題に対し、その解決にむけた支援として「地域資源とドキ

ュメンタリー映画」をテーマに桑員地域づくりセミナーを開催する。 

 
≪四日市県民センター≫ 

【推進会議の内容】 

・「美
う ま

し国おこし・三重」の取組の現状を踏まえ、市町が担うべき役割について理

解を深めるとともに、市町の課題認識を共有し、今後のすすめ方について検討を

行った。 
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【課題会議の内容】 

 ・朝日町のまちづくり協議会に「美し国おこし・三重」の取組を説明し、まちづく

りの現状や今後の取組方などについて意見交換を行った。 
 ・朝日町の係長級以上の職員を対象とした「美し国おこし・三重」の勉強会を開催

し、町と県の今後の取組方について検討を行った。 

【今後の方針】 

 ・「美
う ま

し国おこし・三重」について、効果的な取組をすすめるため、情報共有を密
にし、三泗地域の各市町の連携をはかっていく。 

・新協議会の発足を踏まえて、各市町の現状を把握し、三泗地域として取り組むべ

き課題認識を共有するため、検討をすすめていく。  

 

≪鈴鹿県民センター≫ 

【推進会議の内容】 

・今年度から課題として位置づけた「美
う ま

し国おこし・三重」に関する情報交換や先
進地視察等を行い、その取組を推進していくことを決定した。 

・昨年度に抽出したこの地域に共通するテーマに限らず、新たな課題の発掘を行い、

勉強会や研修会等を開催していくこととした。 

【課題会議の内容】 

 ・「外国人との共生分科会」において、鈴鹿市が取り組む「外国人児童生徒に対す

る日本語指導支援」に関する勉強会を亀山市で実施した。 

 ・「まちかど・まちづくり分科会」において、鈴鹿市白子地区のまちかど博物館立

ち上げや活動状況を報告し、他の地域も含めて今後の展開に関する意見交換を行

った。 

【今後の方針】 

・新協議会の枠組みによる地域づくりの進め方や「美
う ま

し国おこし・三重」の取組、

その他の地域に共通する課題等について、情報提供や意見交換、勉強会等を実施

していく。 

・昨年 10 月に実施した「えひめ町並博 2004」で展開された地域づくりに関する視

察の検証等を行い、今後の鈴鹿亀山地域における取組に反映させる。 

 

≪津県民センター≫ 

【推進会議の内容】 

・津市が本年４月に策定した新しい総合計画について、津市の各部長等が所管する

計画の概要を説明して、県の各事務所長との情報交換を実施した。 

・津市が行う県政要望の内容について、要望項目を所管する各部長等が説明を行い、

県の関係事務所長と意見交換を実施した。 

・「美
う ま

し国おこし・三重」事業における財政支援等について、「美
う ま

し国おこし・三重」
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推進室職員を交えて意見交換を行った。 

・津市と合同で行政経営品質向上の取組に関する研修会を開催するにあたって、講

師を交えた意見交換を実施した。 
【課題会議の内容】 

・「住民との協働について考える」（合同勉強会）として、「美
う ま

し国おこし・三重」

基本構想策定アドバイザー宮本倫明氏を講師に迎え、合同の勉強会を開催した。 
・「県と市町の地域づくり支援会議」の進め方について意見交換を行った。 

・国の地域活性化対策や「美
う ま

し国おこし・三重」事業について津市に情報提供を行
うとともに、今後の取組について協議した。 

【今後の方針】 

・「美
う ま

し国おこし・三重」など、平成 21 年度の施策展開について県と市が互いに情
報共有を実施する。 

・平成２１年度の当初予算案について県と市が互いに情報共有を実施していく。 

 

≪松阪県民センター≫ 

【松阪管内ブロック会議】 

・管内の市・町長を対象に、「美
う ま

し国おこし・三重」の取組を説明すると共に、地

域の行政課題についての意見交換を行った。 

【推進会議の内容】 

 ・「美
う ま

し国おこし・三重」の推進気運を醸成することを目的に、先進地である愛媛
県内子町の職員、地域づくり団体及び宮本倫明氏を招聘して鼎談形式勉強会を開

催した。 
【課題会議の内容】 

 ・「大台・大紀地域づくり」課題会議を伊勢県民センターと合同で新たに設立した。 

・当該地域で鋭意取り組んでいる「地元学」を進めるため、地域プランナーとして

山形県で活躍されている高橋氏を招聘して研修会などを行った。 

 ・「熊野古道伊勢路の活用」にかかる課題会議では、東紀州対策室や伊勢県民セン

ターとも連携して市町との情報共有化に努めた。 

・「美
う ま

し国おこし・三重」にかかる具体的な展開を図る上で、管内四市・町を対象

に、情報の共有化や先進事例の研究等を行う課題会議を新たに設置した。 
【今後の方針】 

・地域づくりや「美
う ま

し国おこし・三重」をテーマでの推進会議を開催し、地域の特
色を活かした地域内分権のあり方を探るなど、気運の醸成を図っていく。 

・奥伊勢の振興については、引き続き既存の二つの課題会議を基軸に、情報交換を

重ね、連携のあり方を模索していく。 
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≪伊勢県民センター≫ 

【推進会議の内容】 

・「美
う ま

し国おこし・三重」に関する取組を促進するため、「えひめ町並博 2004」の視
察を行い、地元グループや市町職員との意見交換等を通して、自立・持続可能な

地域づくりの手法等に関する理解を深めた。 

・「IT調達の適正化支援」については、「県と市町の新しい関係づくり協議会」の「情

報システム適性化検討部会」で取組が進められている情報システム関連の外部専

門家支援制度の経緯と今年度の計画について、情報共有と意見交換を行った。 

・市町から出された課題「住宅新築資金貸付事業の償還」を、課題会議テーマとし

て取り組んでいくかどうかなど、今後の推進会議・課題会議の進め方について意

見交換を行った。 
【課題会議の内容】 

・「熊野古道伊勢路活用」課題会議では、東紀州対策室や松阪県民センターとも連携

して市町との情報共有化に努めた。 
・「バス運行対策」課題会議では、デマンド型乗合タクシーの試行を始めた大台町

を視察し意見交換を行うなど、先進事例のノウハウについて調査・研究を行った。 

・「獣害対策等」課題会議では、県内で初めて野生の猿を追い払う犬「モンキード

ッグ」を導入した大紀町を視察するなど、効果的な被害防止対策の調査・研究を

進めた。 
・「大台・大紀地域づくり」課題会議は、松阪県民センターと合同で新たに設立し、

当該地域で鋭意取り組んでいる「地元学」を進めるため、地域プランナーとして

山形県で活躍されている高橋氏を招聘して研修会などを行った。 
・「地域食材給食導入」課題会議では、各市町の特産品など地域産物の学校給食の

利用状況など、情報共有と意見交換を行った。 

【今後の方針】 

・「美
う ま

し国おこし・三重」を活用した地域づくりの展開について検討を行っていく。 
・奥伊勢の振興については、引き続き既存の二つの課題会議を基軸に、情報交換を

重ね、連携のあり方を模索していく。 

 

≪伊賀県民センター≫ 

【推進会議の内容】 

・地域の課題（県立高校の再編と跡地利用、交通体系の検討、地デジ再送信問題等）

について昨年度までの進捗状況・整理を行い、課題の概要と今後の検討方向につ

いて意見交換を行った。 

・「美
う ま

し国おこし・三重」の取組の概要説明を行い、座談会の進め方や財政支援等
を中心に意見交換を行った。 
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【課題会議の内容】 

・「介護保険の共同化」について、両市及び保健福祉事務所と現状の把握と今後の

進め方等の意見交換を行った。 
【今後の方針】 

・両市から上げられた課題のうち、既存取組の活用が可能なものや「美
う ま

し国おこし・

三重」の取組が活用できるものについては、それぞれで議論を進める。その他の

課題については、関係団体とも協力しながら課題会議を実施し具体的に検討して

いく。 

 

≪尾鷲県民センター≫ 

【推進会議の内容】 

・「美
う ま

し国おこし・三重」の進め方について、支援のしくみや座談会の開催等を中
心に意見交換を行った。１月（第６回推進会議）には愛媛県大洲市から講師（当

時の担当者）を招き、「えひめ町並博」の取組を参考に、美し国事業の進め方を

検討した。 

【課題会議の内容】 

・「美
う ま

し国おこし・三重」について、市町単位に、それぞれの状況を聴きながら、

座談会の持ち方や財政的支援の仕組み等、今後の進め方を議論した。 

【今後の方針】 

・「美
う ま

し国おこし・三重」を活用した地域づくりの推進は、昨年度からの課題であ
り、今後とも引き続き、当事業の進捗状況に合わせ、推進会議、課題会議を開催

していく。 
 

≪熊野県民センター≫ 

【推進会議の内容】 

・昨年度及び今年度の地域づくり支援会議についての進捗状況・整理を行い、課題

の概要と今後の検討方向について検討を行うとともに、「美し国おこし・三重」

の今後の取組について意見交換を行った。 

【課題会議の内容】 

・紀南中核的交流施設連絡会議 

平成 21年 7月にオープンする紀南中核的交流施設の事業者も交えて、地域連携 

をより進めるための情報交換・意見交換を行った。 

・紀宝町災害見守り体制連絡会議 

紀宝町の要望に基づき、災害発生時に備えて地域全体での要援護者見守り体制を

いかにして構築するかを検討し、鵜殿地区において行う初のタウンウォッチング

と防災マップ作りを支援した。 
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・熊野古道浜街道やさしい道造り協議会 

御浜町の要望に基づき、障害を持った人でも楽しめる熊野古道を実現するため、

民間の障がい者支援団体を交えて検討した。 
【今後の方針】 

・今年度に議論したテーマは、長期的に取り組むことで効果の上がるものばかりで

あるため、引き続き来年度も協議を続けていく。検討会議の議論を中心に据え、

定期的な情報交換の場所として調整会議を位置づける予定。 

 

 


